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東経 140度 06分，海抜 27 m）にある草原の円
形圃場（直径 160 m）の中心にある実験観測塔
から南へ 24 m 離れた場所である（第 1図 −a）．
1982 年から 2001 年の年平均気温は 14.1 ℃，年










　解析期間は 2004年から 2010年までの 7年間
である．この圃場全体では，2004年には DOY＝
350日ごろに 1回，それ以外の年は，DOY＝ 180









（automatic digital fisheye camera: ADFC；土田









30 まで）90 分毎に計 7 回撮影した．ホワイト
バランスは曇り，露出はオート，画像解像度は





























Richardson et al., 2007）の有用性を検討した．
本研究では，Green excess index（2G_RBi：





























　2G_RBi 値の季節変化パターンを第 3 図に示
す．観測を行った年における全体的な傾向は次の
ようであった：DOY＝ 1～ 110日ごろ，ほぼ一







（2005, 2006, 2007, 2009, 2010年）では，草刈直後
に，0まで急激に減少した．それ以外の年（2004,






DOY ＝ 133 日であった．ピーク日は，2008 年
が最も早い DOY＝ 140日，2009年が最も遅い
DOY＝ 160日であった．平均的な展葉日は DOY
＝ 124日でピーク日は DOY＝ 150日であった．第 2図　画像解析範囲
－ 8 －
第 1表　目視観察による草原のフェノロジー

























































312 クズ地上部枯死 M, S
326 ヤグラ直近の草刈
327 全面草刈























































































































































2004 110 118 155
2005 119 126 155
2006 126 130 150
2007 113 115 145
2008 115 120 140
2009 115 133 160
2010 110 127 145
平均 115.43 124.14 150.00
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